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ふ
屍

田
巧
）

Ｆ
Ｄ

′
π

日
本
山
岳
會

昭
和
十
四
年
度
會
員
線
會

四
月
二
四
日
午
後
　
於
交
通
博
物
館

次
　
　
　
第

一
、
開
會
の
辞
　
　
　
　
　
堀
田
理
事

一
、
十
三
年
度
事
業
報
告
及
十
四
年
度

運
営
方
針
　
　
　
　
松
方
理
事
長

一
、
本
會
組
織
を
財
回
法
人

に
羹
更
す
る
件
　
　
　
　
″

一
、
十
三
年
度
会
計
報
告
　
濱
野
理
事

一
、
本
年
度
事
業
計
画
と
賓
施
方
針

谷
口
理
事

一
、
本
年
度
豫
算
審
議
　
　
〃

一
、
役
員
の
件
　
　
　
　
　
″

一
、
支
部
報
告
　
　
　
　
支
部
出
席
者

一
、
日
書
室
落
成
報
告
　
　
藤
島
理
事

休
　
　
　
憩

講

　

　

演

一
、
ウ
エ
ツ
タ
ー
ホ
ル
ン
登
攀
史

松
方
Ｉ
郎
氏

幻

燈

及

諭

明

一
、
ウ
エ
ツ
タ
ー
ホ
ル
ン
北
壁
登
攀

田
口
二
郎
氏

映
　
　
　
画

一　
霜
の
花

　

　

中
央
気
象
台
提
供

閉

會
　
の

・雛

藤
井
理
事

各
議
事
は
異
議
な
く
原
案
が
可
決
さ
れ

た
が
、
豫
算
印
ち
會
費
に
欄
し
て
は
出

席
さ
れ
た
地
方
支
部
代
表
の
嚢
言
及
び

文
書
（
石
川
ｏ
富
山

ｏ
名
古
屋

ｏ
信
濃
）

に
依
る
意
見
答
中
に
か
ん
が
み
更
に
理

事
會
に
於
て
案
を
練
る
こ
と
、
し
そ
の

決
定
は
理
事
會
に

一
任
、
れ̈
る
こ
と
ゝ

な
つ
た
。
以
下
議
決
与
項
の
内
容
夕
・略

記
す
る
。
出
席
會
員
（
一
四
六
名
）

本
合

の
組
織
を

財
副
法
人
に
改
め
る
件

本
會
は
虎
ノ
門
国
書
室
開
設
営
時
既

に
財
国
法
人
と
な
る
意
向
を
有
ち
、
そ

の
寄
附
行
篤
の
案
丈
が
作
ら
れ
會
報
第

二
暁
に
掲
載
さ
れ
て
居
る
。
而
し
そ
の

営
降
財
国
と
な
る
に
は
財
産
の
額
が
小

さ
す
ぎ
営
局
の
許
可
を
得
る
こ
と
が
出

来
ず
、
祗
国
法
人
と
し
て
今
日
に
至
つ

た
の
で
あ
る
。
此
片
固
書
室
の
落
威
を

見
て
財
国
た
る
に
充
分
の
財
差
を
持
っ

に
至
つ
た
六
會
が
年
末
の
念
願
た
る
財

国
法
人
へ
の
興
格
を
決
定
し
た
の
は
営

然
と
云
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

本
年
度
行
事
決
定
と
責
施
方
針

行
事
豫
定
の
大
綱
は
殆
ど
昨
年
度
の

踏
襲
で
、
新
に
設
け
ら
れ
た
部
門
は
特

別
委
員
會
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
特
別

委
員
會
は
指
末
の
海
外
遠
征
に
資
す
る

準
備
委
員
會
で
あ
つ
て
、
現
下
登
山
界

の
宣
情
に
期
し
極
め
て
伸
縮
世
、
弾
力

性
あ
る
活
動
方
針
を
採
り
つ
ゝ
成
長
し

て
行
ぐ
で
あ
ら
う
　
昨
年
度
と
殆
ど
同

會

　

報

様
な

一
年
分
の
行
事
計
画
を
此
虎
に
羅

列
す
る
こ
と
は
さ
け
、
費
施
の
都
度
早

目
に
之
を
豫
告
十
る
こ
と
、
し
た
ｏ

本
年
は
行
事
一内
容
よ
り
も
む
し
ろ
賓

施
方
針
に
於
て
昨
年
度
と
馴
か
異
る
方

法
を
と
る
こ
と
ゝ
な
つ
た
。
即
ち
本
部

一内
に
左
の
五
部
門
ヤ
置
き
、
各
部
門
毎

に
そ
の
指
営
理
事
が
賓
行
の

一
切
の
責

を
負
ひ

一
々
理
事
曹
に
之
を
諮
る
こ
と

を
省
路
じ
行
事
賀
施
に
機
働
性
を
有
た

す
こ
と
ゝ
し
た
ｏ
然
し
本
會
自
体
の
有

機
性
を
高
め
て
行
く
篤
、
各
部
門
責
任

理
事
の
連
絡
會
は
提
末
の
理
事
會
よ
り

も
更
に
頻
繁
に
之
を
行
ふ
こ
と
ヽ
し
た

＾
部
門
の
内
容
と
そ
の
分
措
者

理
事
長
　
松
方
三
郎

総
務
部
　
責
任
者
　
谷
口
現
吉

庶
務

。
記
録
・
會
報

原
　
全
教
　
一縄
井
正
士日　
外
山
義

夫
　
中
尾
正
武
　
大
塚
清

一

☆ 第 3回 山 祭 り ☆
(ウ エストン祭 り)

6月 l;日 (金)夜  出 壼

6月 1■ 日 (土)松本一上高地 (泊 )

午後 ウエス トン師 レリーフの前 にて

記念式・ 講演 ●キヤンプフア イヤー

6月 ■2日 (日 )午前 中解放

(詳 細は本會事務所宛御問合せのこと)

筒12日 から次の山行を豫定しています

から,L来 るだけ御参加下さい

(1)上高地―徳本峠越

(2)上高地一大瀧山越

(3)岳川―穂高一涸澤

(4)岳川一穂高一槍―中房

申込先 日本山岳含内 原 全教宛

締切日 5月 末 日

(申 込者|=各 コースを必ず明記されたし)

會
計
　
村
山
雅
美
．

園
書
室
管
理

・
會
員
親
睦

藤
島
彼
男
　
小
原
勝
郎
　
原
全
教

支
部
　
谷
口
現
吉

渉
外
　
入
澤
文
明

体
協
ア
マ
チ
ャ
ー
委
員
　
中
屋
健
式

体
協
警
事
委
員
　
辰
沼
廣
吉

体
協
用
具
委
員
　
原
　
全
教

事
業
部
　
責
任
者
　
濱
野
正
男

第

一
部
　
（
國
民
体
育
大
會
）

濱
野

正
男
　
今
井
友
之
助

第
二
部
　
（賞
践
指
導
）

林
　
和
夫

千
谷
壮
之
助

辰
沼
廣
吉

高
橋
照

山
崎
安
治

大
塚
博
美

新
村
正

一

海
野
治
良

簑
口
治
信

川
森
時
子

小
野
　
幸

清
水

一
郎

石
原
憲
治

（
催
物
）

神
谷
　
恭
　
山
下

一
夫

村
井
米
子
　
坂
倉
登
喜
子
　
村
松
巌

第
三
部
　
（
山
小
舎
山
案
内
人
）

紳
山
　
勉
　
渡
渥
公
李

（
山
岳
擁
護
）

第
四
部
　
（學
生
部
）

藤
井
渾
一干

村
山
雅
美
　
酒
井
捷
之
助

藍
田
　
務
　
舟
橋
明
賢

出
版
部
　
責
任
者
　
関
様
吉
郎

山
岳
　
田
邊
主
計
　
島
田
　
巽

関
根
吉
郎
　
望
月
達
夫

山
　
　
垣
内
政
彦
　
入
澤
文
明

濱
野
正
男
　
関
根
吉
郎

山
日
記
　
河
内
邦
介
　
林
　
和
夫

紳
幽
　
勉
　
崎
田
　
熙
　
柏
田
威

村
田
　
顧
　
金
坂

一
郎

資
料
研
究
部
　
責
任
者
　
今
村
正
三

資
料
固
書
　
田
邊
主
計

研
究
　
今
村
正
三
　
酒
井
捷
之
助

村
木
庸
釜
　
山
田
〓
郎
　
越
智
英

雄
　
大
塚
博
美
　
根
井
　
繁

特
別
委
員
會
　
責
任
者
　
堀
田
爾

一

翠
月
達
夫
　
山
田
二
郎

村
木
庸
釜

本
年
度
新
役
員

本
會
は
早
晩
財
目
法
人
に
興
格
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
そ
れ
迄
の

間
本
年
度
よ
●
新
に
本
會
の
業
務
を
執

行
さ
れ
る
新
役
員
は

一
應
全
部
本
會
委

員
と
し
て
御
活
動
願
ふ
こ
と
ヽ
し
た
。

官
質
的
に
は
従
来
の
理
事
と
全
く
同

一

で
あ
る
が
暫
定
措
置
と
し
て
か
く
の
如

キ
方
法
を
と
つ
た
次
第
で
あ
る
。
そ
し́メ

氏
名
等
は
略
式
な
が
ら
業
務
分
担
欄
に

よ
り
御
承
知
あ
り
た
い
。

昭
和
十
二
年
度
牧
支
報
告
書

昭
和
廿
四
年
四
月
十
日
現
在

牧
　
　
　
　
入

前
期
繰
越
　
八
、　
一
七
六

十
二
年
度

會
費

八
、
八
八
〇
、
Ｏ
Ｏ

円、
○
○
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支
ヽ
経
由

會
費
　
　
一
、
三
七
五
、

東
京
支
部
　
　
　
　
四
六
〇
、

十
三
年
度

入
會
金

　

一
七
、
四
五
〇
、

會
　
　
費

　

一
一六
、四
〇
〇
、

支
部
経
由

會
費
　
一
二
、　
一
三
五
、

東
京
都
山
岳
會

七
、九
五
〇
、

會
員
章
　
　
　
六
、
九
六
〇
、

国
体
登
録
料
　
　
　
四
〇
〇
、

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

Ｏ
Ｏ

◆

本

年

度

含

費

◆

本
年
度
會
費

ｏ
入
會
金
は
左
の
如
く
決

定
さ
れ
た
。

通
常
會
費
（東
京
才
部
在
籍
者
）
霊
ｏ
・８

但
し
方
部
費
は
別
に
一８
０８

″
　

（地
方
　
〃
　
）
　

一五
？
８

入
會
金

（含
會
員
章
代
金
）
　

〓一８
・８

国
体
會
費

（東
京
）
　

　

　

一一五
〇
・８

″
　

　

（地
方
）
　
　
　
　
一二
ｏ
・８

団
体
会
員
個
人
登
録
手
数
料

　

一一？
８

団
体
入
會
金
　
　
　
　
　
　
一８
？
８

雑
収
入
　
　
　
　
　
七
〓
一
、
○
○

會
報
鷹
告
料
　
八
、
五
〇
〇
、
○
○

借
入
金
　
　
五
二
、
二
五
二
、
〇
〇

合
計
　
一
五

一
、
六
五
九
、
○
○

人
件
費
　
　
一
二
、　
一
二
〇
、

會
合
費
　
　
一
八
、
〇

一
六
、

展
覧
會
費
　
　
一一、
○
〇
〇
、

故
小
島
烏
水
氏
御
佛
前

二
、
○
〇
〇
、

會
　
旗

　

　

八
、
八
〇
〇
、

出
版
會
精
算
費
四
、
五
〇
〇
、

會
員
章
　
　
一
二
、
九
〇
〇
、

都
体
育
會
負
担
金
　
一
一〇
〇
、

雑
　
費
　
　
　
九
、　
一
二
三

合
計
　
一
五

一
、
六
五
九
、

支

部

報

告

（総
會
に
於
け
る
日
頭
報
告
事
項
）

開

西

支

部
　
篠
田
軍
治
氏

一
、
雲
崩
封
策
研
究
會
　
　
一二
月

一
、
幻
燈
會
　
　
　
　
　
　
五
月
初
旬

一
、
本
年
総
言
（
於
六
甲
山
）
五
月
中
旬

一
、
新
生
高
校
講
習

（大
阪
岳
連
と
協
　
）

七
月

一
、
兵
庫
支
部
が
近
く
設
立
を
豫
想
さ

れ
て
居
る
。

一
、
会
室
は
日
本
山
岳
會
関
西
日
書
室

と
云
ふ
性
格
を
有
つ
如
く
に
し
た

越

後

支

部
　
藤
島
　
玄
氏

一
、
十
三
年
総
會
は
八
海
山
で
行
い
、

下
の
會
場

（走
務
所
は
七
●
名
、

山
行
は
四
〇
名

一
、
三
縣
交
漱
飯
豊
登
山
蔵
島
、
山
形

、
新
潟
で
や
り
参
加
者
七
〇
名
、

本
年
も
う

一
同
で
飯
豊
は
打
切
と

す
る
が
、
膳
末
は
山
を
憂
え
て
長

野
群
馬
な
ど
ヽ
も
連
絡
し
て
三
縣

四
縣
で
試
み
た
い
。

一
、
臨
時
総
曹
は
津
川
在
日
光
寺
で
催

し
た
。

一
、
高
頭
仁
兵
衛
翁
壽
像
建
設
、
日
本

山
岳
會
の
嚢
起
者
郷
土
の
偉
人
と

し
て
、
翁
が
幼
時
初
登
山
し
た
名

峰
爾
彦
の
頂
上
へ
建
設
事
業
進
行

中
。

一
、
年
報
の
形
で
越
後
山
岳
第

一
第
二

を
嚢
刊
し
た
が
本
年
第
三
琥
霞
刊

の
準
備
中

一
、
支
部
會
員
数
三
二
〇
名
、
會
費
完

納

山

梨

支

部
　
（
井
友
之
助
氏

一
、
加
盟
園
体
　
一
九
回
体

一
．
集
會
は
月
二
回
各
国
体
代
表
参
加

一
、
南
ア
ル
プ
ス
の
施
設
開
嚢
に
金
力

を
傾
注

一
、
専
門
委
員
會
四
つ
設
立
、
遭
難
封

策
、
登
山
施
設
等

▽

「
山
岳
」
豫
約
募
集

△

昨
年
度
は
河
出
書
房
の
霊
刑
で
あ
り
ま

し
た
が
、
本
年
度
よ
り
會
自
身
が
費
刊

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
な
つ
た

の
で
、
運
韓
資
金
を
全
く
持
た
な
い
本

會
と
し
て
は
購
讀
豫
約
者
以
外
に
之
を

分
つ
こ
と
が
出
来
な
い
資
情
で
あ
り
ま

す
。
左
記
の
金
額
を
添
え
て
早
目
に
御

豫
約
下
さ
い
。
筒

「山
岳
」
内
容
に
関

し
て
は
火
琥
廣
告
の
如
く
決
定
し
て
居

り
ま
す
。

本
年
度
分

（
二
冊
）
参
百
円

申
込
締
切
　
　
七
月
末
日

本
年
計
画

一
、
新
制
高
校
の
指
導

一
、
山
岳
會
指
導
者
の
養
成

一
、
山
小
屋
、
指
導
標
、
道
路
の
修
結

改
善
及
以
上
の
現
況
調
査
を
し
て

登
山
∩
参
考
資
料
と
す
る

一
、
縣
体
育
祭
　
九
月
に
回
体
参
加
、

日
本
山
岳
會
計
画
参
加
、
登
山
相

談
所
設
置

一
、
支
部
山
行
　
五
月
五
日
夜
叉
紳
峠

を
櫛
形
山
に
崚
更
、
日
師
り
で
行
う

東

京

支

部
　
村
井
米
千
氏

大
体
は
大
部
と
共
同
で
、
昨
年
は

支

印
刷
費
　
　
一一八
、

涌
信
費
　
　
一二
三
、

事
務
費
　
　
　
七
、

出
版
會
會
費
　
一
、

体
育
協
會

負
担
金
　
一
一
、

出七

一
七
、
Ｏ
Ｏ

一
八
三
、
○
○

五
〇
二
、
Ｏ
Ｏ

二
〇
〇
．
〇
〇

四
〇
〇
、
○
○

〇
〇

〇
〇

〇
〇

○
○

○
○

○
○

０
０

０
０

０
０

０
０

本

年

度

豫

算

総
會
終
了
後
緊
急
理
事
會
を
開
き
本

年
度
會
費
を
別
掲
の
如
く
定
め
、
之
に

従
ひ
會
費
完
納
若
壼
千
名

（東
京
地
方

各
五
〇
〇
名
）
入
會
者
参
百
名
を
想
定

し
て
次
の
豫
算
シ
編
成
し
た
　
御
覧
の

如
ぐ
固
書
室
維
持
の
金
額
と
人
件
費
の

大
牛
を
東
京
在
住
會
員
が
負
担
す
る
こ

と
ゝ
な
つ
た
。

牧

入

の

部

會
費
　
　
　
一
一〇
〇
、○
〇
〇
・
○
○

入
會
金
　
　
　
九
〇
、○
○
○
・
〇
〇

合
計
　
　
　
一
一九
〇
、○
〇
〇
・〇
〇

支

出

の

部

會
報
印
刷
費
　
五
五
、○
〇
〇
・
○
○

會
報
装
総
費
　
五
〇
、○
〇
〇
・〇
〇

闘
書
室
維
持
費
二
五
、○
〇
〇
・○
○

人
件
費
　
　
　
九
〇
、○
○
○
・〇
〇

事
務
費
　
　
　
　
八
、○
〇
〇
・
○
○

通
信
費
　
　
　
一
０
、○
○
Ｏ
ｏ
Ｏ
Ｏ

一端
一漱
鈴
返
済

五
二
、○
○
Ｏ
ｏ
Ｏ
Ｏ

合
計
　
　
　
一一九
〇
、○
０
０
ｏＯ
Ｏ

一
、
山
岳
展
覧
會
　
丸
善
で
開
催

一
、
九
州
國
体
参
加

一
、
十

一
月
富
士
登
山

大
体
本
部
の
高
度
的
に
封
し
、
低
い
も

の
を
も
計
画
す
る
心
算
で
あ
る
が
、
今

迄
は
低
調
、
本
年
は
理
事
長
に
藤
井
運

干
氏
就
任
多
彩
な
行
事
豫
定
を
決
定
し

た
。小

島
烏
水
記
念
展
覧
含

及
第

一
〇
八
同
小
集
合

前
銃
豫
報
の
通
り
、
同
書
室
の
落
成

を
期
し
て
開
催
さ
れ
た
小
島
烏
水
記
念

展
覧
會
は
三
月
十
六
日
か
ら
升

一
日
迄

三
百
名
の
末
會
を
迎
え
た
。
故
人
省
像

を
正
面
に
、
左
右
に
は
愛
蔵
の
風
景
画

、
窮
虞
な
ど
、
さ
ら
に
著
書
、
愛
蔵
本

、
手
澤
品
、
文
房
具
執
筆
雑
誌
な
ど
無

数
の
陳
列
が
あ
つ
た
。

開
會
第

一
日
に
は
、
午
後
六
時
か
ら

体
育
會
本
舘
に
於
て
故
人
を
偲
ぶ
小
集

會
を
催
し
講
演
を
行
な
つ
た
。

ま
づ

「山
岳
會
創
立
迄
の
小
島
君
と

の
関
係
」
の
題
で
武
田
さ
ん
が
、
例
の

驚
異
的
な
記
憶
と
軽
妙
な
話
ぶ
り
で
淡

々
と
日
本
山
岳
會
側
面
史
を
語
ら
れ
た

次
に
梗
さ
ん
は

「
次
の
時
代
か
ら
仰

ぐ
小
島
さ
ん
の
業
蹟
」
と
題
し
日
本
山

岳
會
の
先
駆
者
と
し
て
の
小
島
さ
ん
の

存
在
債
値
と
次
の
時
代
に
及
ぼ
し
た
影

響
な
ど
を
語
ら
れ
た
。
以
上
は

「山
岳

記
念
琥
に
嚢
表
の
豫
定
で
あ
る
。

発
衆
約
六
〇
名
に
及
び
、
終
了
後
、

国
書
室
に
集
ま
つ
て
檄
談
に
時
を
過
し

た
ｃ
な
ほ
小
島
家
か
ら
は
、
左
の
諸
品

2)
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一
一
　

月

四

　

月

二
　

月

十
二
月

十

一
月

七
　
月月

初 1
心墓
者翡

e墨

ス 富
士
山

（國
体
）

高
麗
峠

山

十
　
月

九
　
月

八
　

月

白
馬
岳

春
山
行

（
未
定
）

原

）

ス

団
体
準
　
会

國
体
準
備
会

夏
山
研
究
会

山
村
の
食
物
　
村
井
米
子

族
日
記
　
田
部
重
治
、

雲
の
話

凍
傷
の
話
　
辰
沼
廣
吉
氏

）０

多
の
気
象
　
久
米
庸
孝
氏

天
文
の
話
　
開
口
鯉
吉
博
士

國
体
準
備
会

一
山
村
の
家
　
石
原
憲
治
博
士

地
形
の
話
　
辻
村
太
郎
博
士

会夏
山
ヵ
′〓
睛
ス

一

雲
の
話
　
藤
原
嘆
干
博
士

備
考
　
一
、
六
月
中
夏
山
相
談
所
を
日
本
交
通
公
祗
Ｌ
共
催
す
る

一
、
計
画
外
の
山
行
は
随
時
日
本
山
岳
会
固
書
室
並
集
会
、
山
、

会
報
年
に
て
猿
表
す
る

昭
和
十
四
年
度
東
京
都
山
岳
會
事
業
計
画

ウ

エ

ス

ト

山

六
　

月

五
　
月

リ
ー
ズ

高
山
積
物
　
武
田
博
士

山
の
一晋
業
の
夕

五
月
十
九
日
（午
後
六
時
）

を
本
會

へ
寄
贈
さ
れ
た
中
村
画
伯
筆
白

樺
、
故
茨
木
画
伯
筆
大
宮
街
道
、
博
物

の
友
六
冊
、
雷
島
剥
製

一
封
な
ど
で
い

づ
れ
も
貴
重
な
品
ば

か
り
で
新
同
書
室

を
飾
る
こ
と
に
な
つ
た
し

◇

山

行

計

書

（本
部
）
◇

ウ

エ
ス
ト
ン
祭

清
例
な
雲
ど
け
水
が
萌
ゆ
る
新
緑
の

間
を
こ
ん
こ
ん
と
流
れ
　
初
夏
の
上
高

地
に
第
二
回

‘シ
ウ
エ
ス
ト
ン
祭
を
開
催

い
た
し
ま
す
、
本
年
か
ら
は
日
本
山
岳

會
員
の
年
ベ
キ
ヤ
ン
プ
的
意
味
を
第

一

義
と
し
た
催
し
に
致
し
ま
す
、
叉
終
了

後
残
雪
の
出

， か
な
穂
品
の
山
々
を
続
つ

て
別
記
の
如
き
敷
パ
ー
テ
イ
を
出
し
ま

十
。
會
員
諸
氏
多
数
の
御
参
加
わ
希
望

い
た
し
ま
す
。

六
月
十

一
日
（土
）朝
八
時
牛
迄
に
松
本

騨
集
合
、
ト
ラ
ツ
ク
に
て
中
ノ
湯
迄
、

本
邦
山
岳
界
の
父
、
日
本
山
岳
會
の
始
祀
故
鳥
水
分
の
、

斯
界
は
云
ふ
に
及
ぼ
ず
、
文
學
美
術
等
の
各
界
に
残
さ
れ

た
文
化
的
業
績
の
偉
大
さ
は
驚
歎
す
べ
き
も
の
で
あ
り
ま

す
。
今
度
期
待
さ
れ
た
遺
著
が
懲
刊
行
の
運
び
と
な
り
ま

し
た
事
は
、
誠
に
御
同
慶
の
至
り
で
あ
り
ま
す
。

特
製

〓
琶
部
限
定
Ａ

５
版
上
質
紙
篇
員
コ
ロ
タ
イ
プ
四

債
四
〇
〇
円
書
留
途
料
三
勝
迄
六
五
円
六
冊
迄
百
円

１
本
社
直
接
の
前
金
申
込
の
方
に
限
り
御
頒
し
ま
す

２
期
限
成
ぺ
く
五
月
中
、
配
途
六
月
甲
旬
か
ら
申
込
順

並
製
Ｂ
６
剣
篤
員

一
債
二
五
∩
書
留
途
・料
十
勝
迄
六
五
円

六
月
上
旬
刊

小島鳥水遺著

山の風流使者

本
社
の
直
接
委
託
書
店
　
東
京
丸
善
本
支
店
・
岩
波
・
栗
田
大
雅
堂
ｏ
三
壷

堂
ｏ美
松
ｏ紀
囲
屋
ｏ好
日
山
荘
・
山
漢
ｏ
六
花
堂
、
大
阪
デ
パ
ー
ト
・丸
善
等
・

好
日
山
荘
、
京
都
丸
善
・
大
黒
屋

・
梅
澤
、
講
戸
大
丸
、
名
古
澤
千
出
荘
、

松
本
明
倫

ｏ
塚
原
、
戸
畑
幸
山
荘

ｏ　
　
　
簡
全
國
各
地
に
設
け
御
便
宜
を

計
り
更
い
思
い
ま
す
。
信
用
あ
る
店
を
御
紹
介
下
さ
い
。

近
刊
　
今
西
錦
司
氏
の
本
　
六
月
下
旬
刊

東
京
都
千
代
田
Ｅ
神
田
小

川
町
三
の
二
四
彰
考
ビ
ル

岡

　

書
　
院

電
話
紳
田
四
八
七
二
番

ア
ル
プ
ス
と
人
　
麟
り
一一喩
著

山
　
行
　
　
興
・・・一唱
一著

こ
れ
よ
り
徒
歩
に
て
上
高
地
へ

午
後
二
時
牛
―
―
三
時
ウ
エ
ス
ト
ン

レ
リ
ー
フ
前
に
て
記
念
會

午
後
三
時
牛
―
―
■
時
牛
、
講
演
會

「
日
本
の
氷
河
問
題
」
田
中
薫
氏
、
そ

の
他
武
田
、
三
田
、
松
方
、
堀
田
各

氏
の
豫
定
。

七
時
よ
リ
キ
ヤ
ン
プ
フ
ア
ィ
ャ
ー
、

（歌
（″唱
辻
難

一
氏
指
導
）
、　
懇
談
會

六
月
十
二
日

（日
）
朝
解
散

◎
登
高
班

（十
二
日
早
朝
出
霊
）

第

一
班

（
徳
本
峠
班
）

上
高
地
―
待
本
峠
―
島
々
―
松
本

第
二
班

（
大
瀧
　
班
）

第

一
日
　
上
高
地
―
大
瀧
山
―
徳
澤

第
二
日
　
徳
澤
―
上
高
地
―
中
ノ
湯

１
松
不

第
二
班

（穂
高
班
）
（
ビ
ツ
ケ
ル
、
ア
イ

ゼ
ン
等
登
山
用
具

一
切
）

第

一
日
　
上
高
地
―
岳
川
―
奥
穂
高

―
穂
高
小
舎
泊

第
二
日
　
穂
高
小
舎
―
涸
澤
―
上
高

地第
二
日
　
上
高
九
―
松
本

第
四
班

（穂
高
槍
縦
走
班
Ｘ
ピ
ツ
ケ
ル

ア
イ
ゼ
ン
等
登
山
用
具

一
切
）

第

一
日
　
上
高
地
―
岳
川
―
奥
穂
―

穂
高
小
舎
泊

第
二
日
　
穂
高
小
舎
―
槍

第
二
日
　
槍
―
中
房
温
泉

第
四
日
　
中
房
温
泉
―
松
不

◎
費
用
概
算
　
一
二
〇
〇
円
―

一
五
〇

〇
円

（東
京
よ
り
往
復
と
し
て
）

注
　
意

一
、
十
日
（金
）夜
九
時
舟
分
新
宿
霊
の

準
急
に
て
控
た
れ
る
方
は
、
切
符
を
共

同
購
入
（国
体
）致
し
ま
す
。
六
月
五
日

ま
で
に
會

へ
申
込
む
こ
と
。

〓
、
松
本
よ
り
中
ノ
湯
ま
で
ト
ラ
ツ
ク

を
利
用
さ
れ
る
方
は
同
じ
く
六
月
五
日

ま
で
申
込
み
。

三
、
登
高
班
に
参
加
さ
れ
る
方
は
、
準
ヽ

備
の
都
合
に
よ
り
五
月
中
に
申
込
の
こ

Ｌこ
０

四
、
上
高
地
に
は
天
幕
宿
泊
の
準
備
を

致
し
ま
す
。
多
数
の
方
の
御
利
用
を
希

望
致
し
ま
す
。

▽

各
山
講
習
会
報
告

△

昭
和
十
四
年
二
月
六
日
―

一
一
日

場
所
　
後
立
山
八
方
尾
根
参
加
人
員
五

〇
名

（盛
岡
、
日
立
、
熊
谷
、
長
野
縣

軒
潟
縣
、
名
古
屋
、
大
阪
、
東
京
、
北

海
道
の
各
地
よ
り
参
加
）

行
動
概
要

三
月
六
日
（晴
）

全
員
細
野
か
ら
黒

菱
小
屋

へ
入
る
。
夜
第

一
回
打
合
會

七
日
（風
雲
）

上
級
班
―
主
稜
線
迄

約

一
時
間
の
地
点
に
雪
中
露
誉
、
第

一

班
は
イ
グ
ル
ー
、
第
二
班
と
學
生
班
は

雲
洞
７
用
う
。
中
級
班
―
上
級
班
の
露

誉
地
点
ま
で
登
つ
て
引
返
す
。

八
日

（快
晴
）

上
級
班
―
第
三
班

と
學
生
班
は
五
龍
岳
往
復
雲
洞
泊
り
。

第

一
班
は
牛
首
下
迄
行
つ
て
引
返
し
唐

松
岳
に
登
り
露
螢
撤
牧
。
中
級
班
―
全

員
唐
松
岳
登
頂
。

九
日
（絡
日
雲
）

ス
キ
ー
練
蜜

十
日
（
彊
風
雨
）

ス
キ
ー
練
蜜
　
＾
、
夜

感
想
及
懇
談
の
會

十

一
日
　
下
山

3)(

ス

ト

ン
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世
話
人
の
牛
歳
　
一旦
る
準
備
に
も
拘

ら
ず
、
能
力
不
足
の
籍
、
色
々
（い
不
手

際
は
あ
つ
た
が
、
リ
ー
ダ
ー
諸
丘
、
参

加
者
及
地
元
各
位
（
御
協
力
に
よ
り
、

豫
期
以
上
の
成
果
を
奉
げ
得
た
。
南
か

か
ら
北
ま
で
の
各
地
か
ら
集
ま
つ
た
人

々
が
同

一
班
に
入
り
、
バ
ー
テ
イ
の
一

員
と
し
て
立
派
に
行
動
し
、
各
人
の
能

力
に
應
じ
て
、
各
々
何
か
を
得
て
掃
ら

れ
た
。

學
生
班
も

一
つ
の
試
み
で
あ
つ
た
が

九
人
の
り
１
ダ
ー
、
メ
ン
バ
ー
が
五
づ

の
學
校
の
現
役
及
び
Ｏ
Ｂ
で
あ
つ
た
が

反
省
の
余
地
は
あ
る
に
し
て
も
、
兎
も

角

一
諸
に
雲
の
中
に
生
活
し
、
豫
定
通

り
五
龍
岳
に
登
り
、　
一
名
の
落
伍
者
も

な
か
つ
た
の
は
喜
ぶ
べ
き
事
柄
で
あ
つ

た
。更

に
リ
ー
ダ
ー
が
全
く
異
る
學
校
、

賞
業
山
岳
會
の
出
身
者
で
あ
つ
た
が
、

全
く
氣
わ
揃
え
て
努
力
し
た
こ
と
は
、

今
後
共
に
會
の
仕
事
を
分
ち
合
う
に
足

る
仲
間
の
グ
ル
ー
プ
が
旗
が
つ
て
行
く

と
い
う
意
味
で
大
き
な
取
穫
で
あ
つ
た

日
本
山
岳
會
が
賞
餞
的
指
導
に
乗
り

出
し
て
、
昨
年
十

一
月
の
富
土
に
つ
ぐ

第
二
回
の
試
み
で
あ
り
、
こ
の
二
回
の

講
習
會
を
通
し
て
色
々
の
こ
と
を
知
り

今
後
の
指
針
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

印
ち
こ
れ
ら
の
試
み
へ
の
参
加
Ｉ
は
大

き
く
分
け
て
〓
つ
の
傾
向
を
持
つ
。

第

一
は
新
し
い
性
格
を
も
ち
、
慶
く

門
戸
を
開
い
た
山
岳
會
の
■
會
員
の
中

に
は
、
技
術
的
に
は
ま
だ
低
い
、
こ
れ

か
ら
修
練
じ
熟
練
し
た
登
山
者
に
な
ら

う
と
す
る
人
々
が
を
り
、
こ
の
人
々
は

日
本
山
岳
會
自
体
が
手
を
と
り
足
を
と

つ
て
訓
練
し
て
く
れ
る
こ
と
を
希
望
し

て
ゐ
ら
れ
る
。

第
二
の
會
員
と
云
う
の
は
、
各
々
の

屈
す
る
ク
ラ
ブ
で
相
常
高
度
の
登
山
を

し
て
居
ら
れ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
簡
高

度
の
技
術
を
日
本
山
岳
會
に
期
待
し
て

参
加
す
る
人
々
で
あ
る
。

こ
れ
ら
要
求
す
る
も
の
ゝ
異
る
人
々

を

一
諸
に

，
加
し
て
頂
い
て
し
か
も
雨

面
に
亘
つ
て
立
派
な
成
果
を
攀
げ
る
こ

と
は
難
し
い
。
単
に
技
術
的
な
問
題
な

◎

【
一
０
回
小
集
會

六
月
十
三
日
（本
）

午
後
六
時

於
固
書
室

一
、
高
山
植
物
の
話
（武
田
久
吉
氏
）

ス
ラ
イ
ド
使
用

二
、
ウ
エ
ス
ト
ン
祭
報
告

ら
ば
級
を
分
げ
れ
ば
よ
い
わ
け
で
あ
る

が
、
合
宿
全
体
の
引
き
締
め
方
と
云
ふ

問
題
に
な
る
と
、
そ
れ
だ
け
で
は
解
決

し
な
い
の
で
あ
つ
て
、
前
者
に
涵
足
を

興
え
る
程
度
の
講
習
會
で
は
徒
者
が
満

足
せ
ず
後
者
か
標́
準
と
し
た
の
で
は
、

前
者
に
餘
り
に
も
き
つ
く
感
じ
て
つ
い

て
行
ギ
難
く
な
る
。

リ
ー
ダ
ー
を
集
め
る
の
も
容
易
な
こ

と
で
は
な
い
。
大
部
役
員
は
喜
ん
で
縁

の
下
の
力
持
的
努
力
を
せ
ね
ば
な
場
な

い
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
、
敷
的
に
も
能

力
的
に
も
限
度
が
あ
る
の
で
、
ど
う
し

て
も
も
つ
と
廣
い
範
目
に
時
に
は
ゝ
會

員
外
の
方
に
さ
え
御
協
力
を
願
は
ね
ば

な
ら
な
い
現
況
で
あ
り
、
自
分
等
の
山

登
り
に
用
い
る
べ
き
暇
と
金
を
會
の
仕

事
の
篤
に
割
い
て
頂
く
の
は
、
い
く
ら

そ
の
人
々
の
日
本
登
山
界
に
開
す
る
大

き
な
愛
情
に
期
待
す
る
と
し
て
も
限
度

が
あ
る
。
特
に
今
回
の
様
な

一
週
間
位

か
ゝ
る
講
習
會
を
牛
年
ふ
前
か
ら
計
画

す
る
場
合
に
、
リ
ー
ダ
ー
を
集
め
る
こ

と
の
難
し
さ
は

一
通
り
で
な
い
。

ど
う
か
今
後
會
員
諸
氏
の
御
助
力
を

切
に
希
望
し
て
や
ま
な
い
Ｐ
そ
し
て
廿

四
年
度
に
は
初
心
者
の
宣
践
は
本
部
と

し
て
も
で
き
る
だ
け
の
こ
と
は
す
る
と

し
て
も
、
な
る
べ
く
は
こ
れ
を
各
支
部

に
お
願
い
し
、
本
部
で
は
専
ら
．
上
級
賓

力
者
の
篤
の
各
季
合
宿
等
に
重
織
を
置

い
て
努
力
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
ゐ

る
。
（世
話
人
藤
井
運
干
、
林
和
夫
）

ル

ー

ム

よ

り

◎
支
椰
の
便
り
を
下
さ
い

◎
山
の
ニ
ユ
ー
ス
を
漱
迎
し
ま
す

◎
会

へ
の
連
絡
は
必
ず
会
員
番
琥
を

◎
会
費
は
至
急
に
、
前
年
度
と
今
年
度

別
々
で
ま
結
轟
で
す

◎
固
書
を
御
書
贈
下
さ
い

同
書
室
竣
工

（報
告
と
お
願
い
）

去
る
二
月
完
成
し
た
固
書
室
は
そ
の

後
ク
ラ
ブ
ル
ー
ム
と
し
て
會
員
諸
兄
の

爽
室
洒
靖
、
集
會
に
も
瞳
利
用
さ
れ
て

い
る
の
に
喜
ば
し
い
。
資
金
ム
別
記
の

通
り
集
ま
れ
、
賞
附
者
の
御
好
意
に
大

い
に
感
謝
し
て
い
る
。
し
か
し
建
築
費

と
調
■
は
賄
い
得
た
が
、
書
棚
に
補
子

戸
を
つ
け
、
書
物
を
充
賞
す
る
に
は
ま

だ
少
く
な
い
資
金
を
要
す
る
の
で
あ
る

會
員
並
び
に
同
好
諸
兄
よ
り
こ
の
上
と

も
資
金
や
固
書
単
行
本
、
部
報
、
含
報

等
の
御
寄
贈
を
男
望
し
た
願
い
す
る
次

第
で
あ
る
。

東
京
都
内
蔵
は
近
縣
在
住
の
會
員
各

位
ガ
機
會
あ
る
ご
と
に
ル
ー
ム
を
訪
れ

て
山
を
中
心
と
し
た
ク
ラ
プ
の
楽
し
い

ふ
ん
園
氣
が
醸
し
出
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と

を
待
望
し
て
や
ま
な
い
。

寄
附
褻
表
火
琥

原
主
事
の
就
任

本
會
ヽ々
員
、
原
全
教
氏
が
今
回
固
書

室
の
落
成
を
機
會
に
そ
の
管
理
者
た
る

と
共
に
本
會
幕
任
主
事
に
就
任
さ
れ
た

塚
本
主
事
の
急
逝
後
専
任
事
務
担
営
者

を
欠
い
て
い
た
こ
と
か
、
本
書
の
篤
に

ど
れ
ほ
ど
の
損
失
で
あ
つ
た
か
は
會
員

各
位
の
よ
く
承
知
さ
れ
る
通
り
で
あ
ろ

う
。
今
回
同
氏
の
就
任
を
見
た
こ
と
は

本
會
の
篤
ま
こ
と
に
喜
ぶ
ｏ
そ
こ
で
遠

か
ら
ず
事
務
澁
滞
の
悪
評
も

一
掃
さ
れ

昔
日
の
如
く
會
と
會
員
の
緊
密
な
繋
り

ム
復
活
さ
れ
る
こ
と
と
期
待
し
て
い
る

倉
員
各
位
に
お
か
れ
て
よ
進
ん
で
原
氏

と
連
絡
を
と
ら
れ
ん
こ
と
を
希
望
す
る

岡
書
室
使
用
規
定

一
、
日
書
室
の
利
用
は
原
則
と
し
て
本

會
々
員
に
限
る

一
、
會
員
は
會
員
證
又
は
バ
ツ
デ
を
塁

示
さ
れ
た
い

一
、
會
員
外
の
方
は
會
員
いｔ′，
紹
介
又
は

同
件
を
要
す
る

一
、
開
室
時
間
は
火
木
土
の
午
後

一
時

よ
り
午
後
七
時
日
曜
の
午
前
十
時

よ
り
午
後
五
時
迄
と
す
る

一
、
利
用
者
は
必
ず
備
付
の
名
簿
に
署

名
す
る
こ
と

一
、
国
書
の
開
覧
に
つ
い
て
は
別
に
定

め
る

一
、
本
會
々
負
の
主
催
す
る
登
山
園
体

の
會
合
に
ル
ー
ム
を
利
用
せ
ん
と

す
る
と
き
は
管
理
者
に
申
込
み
総

務
委
員
の
承
認
を
要
す
る

一
、
宿
泊
は
本
會
々
員
に
限
り
地
方
在

在
住
會
員
ヶ
優
先
さ
せ
る

一
、
宿
泊
者
は
常
分
の
内
寝
具
食
料
の

持
参
を
要
す
る
ｏ
利
用
者
に
封
し

て
は
所
定
の
維
持
費
を
申
受
け
る

一
、
滞
在
は
営
分
の
内
三
泊
を
超
え
な

い
こ
と

一
、
宿
泊
希
望
者
は
豫
め
管
費
者

（
千

代
田
巨
駿
河
台
関
ノ
六
、
日
本
山
岳
會

内
、
原
全
教
）
宛
通
知
す
る
こ
と
。

昭
和
十
四
年
二
月
制
定

昭
和
十
四
年
五
月
十
五
日

発
行

東

京

都

千

代

田
Ｅ

神

田
駿

河
台

四

ノ

六

壼
行
所

離
期

　

日

本

山

岳

会
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